様式第４４号の１　　　　　　　　　　　　　　　　　　創意工夫に関する計画書・実施状況報告書

	工事名
	
	工期　始
	

	受注者
	
	工期　終
	

	発注機関
	
	担 当 課
	



	計　画　欄
	評価
対象
★
	実施状況報告欄
	評価欄　★

	計画
番号
	提出年月日
	事項
番号
	工夫内容
	
	実施の状況
	評価
	理由等

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	


・計画数は最大5項目とし、複数回に分けて提出してよい。なお、提出後に評価対象外と回答された計画も総数に含む。（記入欄の行追加は不可とする）
・事項番号には、考査項目別運用表における工夫事項に対応する番号（1～36）を記載する。
・工夫内容には計画の概要を記載し、詳細は個表（様式第44号の3）により説明（適宜資料を添付）すること。
・事項番号17,18,19,32,33,35は計画及び実施状況報告の対象外とし、発注者が別途評価する。
・様式第24号（工事打合簿）により提出する。
★評価対象、評価欄は発注者が利用する。評価対象の○は評価される可能性（実施状況報告書により発注者が判断）がある計画、×は評価対象とならない計画とする。
様式第４４号の２　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会性等に関する計画書・実施状況報告書

	工事名
	
	工期　始
	

	受注者
	
	工期　終
	

	発注機関
	
	担 当 課
	



	計　画　欄
	評価
対象
★
	実施状況報告欄
	評価欄　★

	計画
番号
	提出年月日
	項目
番号
	取組内容
	
	実施の状況
	評価
	理由等

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	


・計画数は最大5項目とし、複数回に分けて提出してよい。なお、提出後に評価対象外と回答された計画も総数に含む。（記入欄の行追加は不可とする）
・項目番号には、考査項目別運用表における評価対象項目に対応する番号（1～7）を記載する。
・取組内容には計画の概要をわかりやすく記載し、詳細は個表（様式第44号の3）により説明（適宜資料を添付）すること。
・様式第24号（工事打合簿）により提出する。
★評価対象、評価欄は発注者が利用する。評価対象の○は評価される可能性（実施状況報告書により発注者が判断）がある計画、×は評価対象とならない計画とする。
★理由等には貢献度等（評価の高低）も記載し、総合的な判断に反映させる。
様式第４４号の３
創意工夫に関する計画（実施状況報告）書〔個表〕

	工事名
	

	受注者
	

	計画番号
	
	計画書提出日
	

	事　項
	番　　号
	
	実施状況報告日
	

	
	工夫事項
	

	工夫内容
	

	　（概　要）








　（効　果）







　（添付図等）





・計画番号は、様式第44号の1の計画番号（1～5）と連動すること。
・工夫事項には考査項目別運用表の工夫事項の文言を記入し、番号にはこれに対応する番号（1～36）を記載する。なお、番号は、様式第44号の1の事項番号である。
・工夫内容は、様式第44号の1の工夫内容を転記する。
・必要に応じて、図面・補足説明資料を添付すること。
様式第４４号の４
社会性等に関する計画（実施状況報告）書〔個表〕

	工事名
	

	受注者
	

	計画番号
	
	計画書提出日
	

	項　目
	番　　号
	
	実施状況報告日
	

	
	評価対象項目
	

	取組内容
	

	　（概　要）








　（貢　献）







　（添付図等）





・計画番号は、様式第44号の2の計画番号（1～5）と連動すること。
・考査項目には考査項目別運用表の評価対象項目の文言を記入し、番号にはこれに対応する番号（1～7）を記載する。なお、番号は、様式第44号の2の項目番号である。
・取組内容は、様式第44号の2の取組内容を転記する。
・必要に応じて、図面・補足説明資料を添付すること。

様式第４４号の１　　　　　　　　　　　　　　　　　　創意工夫に関する計画書・実施状況報告書記入例１（計画書提出）



	[bookmark: _Hlk207031302]工事名
	令和○年度　○○改修その２工事
	工期　始
	令和○○年○○月○○日

	受注者
	（株）○○建設
	工期　終
	令和○○年○○月○○日

	発注機関
	松江市
	担 当 課
	○○課


個表と整合のこと

	計　画　欄
	評価
対象
★
	実施状況報告欄
	評価欄　★

	計画
番号
	提出年月日
	事項
番号
	工夫内容
	
	実施の状況
	評価
	理由等

	1
	令和○○年
○○月○○日
	3
	○○することで、○○を改善する。
	
	
	
	

	2
	令和○○年
○○月○○日
	13
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	
	
	
	

	3
	令和○○年
○○月○○日
	16
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	
	
	
	

	4
	令和○○年
○○月○○日
	21
	○○により、コンクリートの○○を改善し、品質の向上を図る。
	
	
	
	

	5
	令和○○年
○○月○○日
	30
	○○に配慮し、○○を行うことで、作業環境の改善を図る。
	
	
	
	


・計画数は最大5項目とし、複数回に分けて提出してよい。なお、提出後に評価対象外と回答された計画も総数に含む。（記入欄の行追加は不可とする）
・事項番号には、考査項目別運用表における工夫事項に対応する番号（1～36）を記載する。
・工夫内容には計画の概要を記載し、詳細は個表（様式第44号の3）により説明（適宜資料を添付）すること。
・事項番号17,18,19,32,33,35は計画及び実施状況報告の対象外とし、発注者が別途評価する。
・様式第24号（工事打合簿）により提出する。
★評価対象、評価欄は発注者が利用する。評価対象の○は評価される可能性（実施状況報告書により発注者が判断）がある計画、×は評価対象とならない計画とする。
様式第４４号の１　　　　　　　　　　　　　　　　　　創意工夫に関する計画書・実施状況報告書回答例１
（評価対象となり得るかの回答）



	工事名
	令和○年度　○○改修その２工事
	工期　始
	令和○○年○○月○○日

	受注者
	（株）○○建設
	工期　終
	令和○○年○○月○○日

	発注機関
	松江市
	担 当 課
	○○課


個表と整合のこと

	計　画　欄
	評価
対象
★
	実施状況報告欄
	評価欄　★

	計画
番号
	提出年月日
	事項
番号
	工夫内容
	
	実施の状況
	評価
	理由等

	1
	令和○○年
○○月○○日
	3
	○○することで、○○を改善する。
	○
	
	
	

	2
	令和○○年
○○月○○日
	13
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	×
	
	
	

	3
	令和○○年
○○月○○日
	16
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	○
	
	
	

	4
	令和○○年
○○月○○日
	21
	○○により、コンクリートの○○を改善し、品質の向上を図る。
	○
	
	
	

	5
	令和○○年
○○月○○日
	30
	○○に配慮し、○○を行うことで、作業環境の改善を図る。
	×
	
	
	


・計画数は最大5項目とし、複数回に分けて提出してよい。なお、提出後に評価対象外と回答された計画も総数に含む。（記入欄の行追加は不可とする）
・事項番号には、考査項目別運用表における工夫事項に対応する番号（1～36）を記載する。
・工夫内容には計画の概要を記載し、詳細は個表（様式第44号の3）により説明（適宜資料を添付）すること。
・事項番号17,18,19,32,33,35は計画及び実施状況報告の対象外とし、発注者が別途評価する。
・様式第24号（工事打合簿）により提出する。
★評価対象、評価欄は発注者が利用する。評価対象の○は評価される可能性（実施状況報告書により発注者が判断）がある計画、×は評価対象とならない計画とする。
様式第４４号の１　　　　　　　　　　　　　　　　　　創意工夫に関する計画書・実施状況報告書記入例２（実績状況報告）



	工事名
	令和○年度　○○改修その２工事
	工期　始
	令和○○年○○月○○日

	受注者
	（株）○○建設
	工期　終
	令和○○年○○月○○日

	発注機関
	松江市
	担 当 課
	○○課



	計　画　欄
	評価
対象
★
	実施状況報告欄
	評価欄　★

	計画
番号
	提出年月日
	事項
番号
	工夫内容
	
	実施の状況
	評価
	理由等

	1
	令和○○年
○○月○○日
	3
	○○することで、○○を改善する。
	○
	○○から○○まで○○を実施した。
	
	

	2
	令和○○年
○○月○○日
	13
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	×
	個表の実施後の概要・成果を要約する

	
	

	3
	令和○○年
○○月○○日
	16
	○○について〇〇を利用することで、○○の効率を向上する。
	○
	別添のとおり実施することで、所要日数を〇〇日短縮することができた。
	
	

	4
	令和○○年
○○月○○日
	21
	○○により、コンクリートの○○を改善し、品質の向上を図る。
	○
	○○と○○で○○を行った結果、同規模他工事に比べて○％改善された。
	
	

	5
	令和○○年
○○月○○日
	30
	○○に配慮し、○○を行うことで、作業環境の改善を図る。
	×
	
	
	


・計画数は最大5項目とし、複数回に分けて提出してよい。なお、提出後に評価対象外と回答された計画も総数に含む。（記入欄の行追加は不可とする）
・事項番号には、考査項目別運用表における工夫事項に対応する番号（1～36）を記載する。
・工夫内容には計画の概要を記載し、詳細は個表（様式第44号の3）により説明（適宜資料を添付）すること。
・事項番号17,18,19,32,33,35は計画及び実施状況報告の対象外とし、発注者が別途評価する。
・様式第24号（工事打合簿）により提出する。
★評価対象、評価欄は発注者が利用する。評価対象の○は評価される可能性（実施状況報告書により発注者が判断）がある計画、×は評価対象とならない計画とする。

様式第４４号の３記入例３（計画時）


創意工夫に関する計画書〔個表〕
様式第44号の1の計画欄の番号と同じ
実施状況報告を消す

	工事名
	令和○年度　○○改修その２工事工夫事項の番号（考査項目別運用表）
様式第44号の1の事項番号と同じ


	受注者
	（株）○○建設

	計画番号
	4
	計画書提出日
	令和○○年○○月○○日

	事　項
	番　　号
	21
	実施状況報告日
	計画時なので空欄

	
	工夫事項
	コンクリートの材料、打設、養生に関する工夫工夫事項21の文言（考査項目別運用表）


	工夫内容
	○○により、コンクリートの○○を改善し、品質の向上を図る。

	　（概　要）様式第44号の1の工夫内容と同じ

　・・・・・・・・・・


できるだけ具体的に記載すること。
説明が不十分な場合は、評価の対象外とすることがある。
必要に応じて説明書類を添付すること。





　（効　果）
　・・・・により、○○となり、○○の効果が期待できる。
　○○において、○○の数値が○○確保でき、・・・・・となることを見込んでいる。


できるだけ具体的に記載すること。
特筆すべき便益が想定できない場合は、対象外とすることがある。
できるだけ見込める効果を具体的、定量的に表現すること。
必要に応じて説明書類を添付すること。





　（添付図等）
打設計画図、○○使用にかかるスケジュール表、カタログ参照


計画内容がわかりやすい資料を添付すること。


・計画番号は、様式第44号の1の計画番号（1～5）と連動すること。
・工夫事項には考査項目別運用表の工夫事項の文言を記入し、番号にはこれに対応する番号（1～36）を記載する。なお、番号は、様式第44号の1の事項番号である。
・工夫内容は、様式第44号の1の工夫内容を転記する。
・必要に応じて、図面・補足説明資料を添付すること。
様式第４４号の３記入例４（報告時）


創意工夫に関する実施状況報告書〔個表〕
計画を消す

	工事名
	令和○年度　○○改修その２工事

	受注者
	（株）○○建設

	計画番号
	4
	計画書提出日
	令和○○年○○月○○日

	事　項
	番　　号
	21
	実施状況報告日
	令和○○年○○月○○日

	
	工夫事項
	コンクリートの材料、打設、養生に関する工夫

	工夫内容
	○○により、コンクリートの○○を改善し、品質の向上を図る。

	　（概　要）
　　・・・・・・・・・・

〔実施結果〕
　　なお、実施においては、○○から○○まで使用した。

計画の下に、実施結果をできるだけ具体的に記載すること。
説明が不十分な場合は、評価の対象外とすることがある。
必要に応じて説明書類を添付すること。


　（効　果）
　　・・・・により、○○となり、○○の効果が期待できる。
　　○○において、○○の数値が○○確保でき、・・・・・となることを見込んでいる。

〔実施結果〕
　　○○の数値は、○○～○○（別表）となり、計画以上の○○の向上が得られた。

計画の下に、実施結果をできるだけ具体的に記載すること。
計画どおりに実施したとしても、特筆すべき便益があったと認めた
場合のみ評価する。
できるだけ効果を具体的、定量的に表現すること。
必要に応じて説明書類を添付すること。


　（添付図等）
打設実績図、○○使用にかかるスケジュール（実績）表、○○計測結果集計表、○○計測データ
　使用状況写真、計測状況写真

実施結果及び効果（社会性等については貢献度等）がわかりやすい
資料を添付すること。
できるだけ定量的な資料と、それを裏付けるデータ、写真等を添付
すること。


・計画番号は、様式第44号の1の計画番号（1～5）と連動すること。
・工夫事項には考査項目別運用表の工夫事項の文言を記入し、番号にはこれに対応する番号（1～36）を記載する。なお、番号は、様式第44号の1の事項番号である。
・工夫内容は、様式第44号の1の工夫内容を転記する。
・必要に応じて、図面・補足説明資料を添付すること。
